
（様式２）

1

豊かな人間性
（児童指導・児童支援）

2

確かな学力
（教育課程・学習指導）

3

汎用的な資質・能力
（校内研究）

4

健康・体力の増進

5

学びケアステーション
（教育相談・教育支援の
推進）

6

開かれた学校づくり
（家庭・地域との連携）

7

ＧＩＧＡスクールの推進
（校内研修）

8

教育環境整備

令和７年度は、ＧＩＧＡ端末の活用や習熟度別学習を通して個別最適な学習のスタートラインに立つことが
できた。学習スタイルも、子どもたちの多種多様なニーズに合わせて考えていくことが大切なので今後も
職員研修や授業研究を通して推進していきたい。令和８年度はかわさき教育プランが新しくなるため学校
教育目標にも反映させていく。４つのKey Poject 「社会参画に向けた資質・能力を育成する探究的な学び
の充実」・「組織等の枠を越えた連携による切れ目のない支援」・「教職員が働きやすい環境づくり」・「生
涯を通じた「学び」と「学び合い」社会の実現を」を今の学校経営の指針と融合させてグランドデザインを教
職員と学校運営協議会と検討していきたい。

一人一台のＧＩＧＡ端末を活用した学習や授業に
ついて研修を進め、授業改善を進める。

家庭へのＧＩＧＡ端末の持ち帰りが進んでいなかっ
たが、学年に応じてルールを話し合い持ち帰る学
年が増えた。生成ＡＩを校務に利用する動きもあり
利用頻度が増えてきている。

ＧＩＧＡ端末の学年に応じたルールづくりをしっかりと
決め、いつでも、どこでも文房具のように扱えるようにし
ていく。そのためには正しい扱い方や入力方法（音
声・手描き・ローマ字）を習得できるよう指導していきた
い。

 月に１度の安全点検をもとに、教育環境・学習環
境の改善を図る。
　

９割近く児童・保護者が学校は、安全に気をつけ、
安心して通える環境づくりに努めているということが
アンケート結果から伺える。生活目標を通して全校
で意識したり、今後も、安全・安心な学校環境を維
持できるように点検・改善を進めていく。

きれいな過ごしやすい学校を重点目標において取り
組んでいく。学年によって清掃の仕方に大きく違わな
いように共通理解を図っていく。今後も安全・安心に
学校生活を送れるように点検・修繕をすすめていく。

・5年、6年生との意見交流では学校のために頑張ろうとする意欲や思いが伝わった。6年生は5年
生に浅田小のリーダーとして頑張って欲しいという気持ちを語っていて、浅田小の伝統が引き継が
れていく様子が伝わってきた。
・今年度行われた「浅田にこにこ祭り」は、子供たちが1から話し合い当日も、とても楽しそうに活動
していた姿が印象的だった。高校の文化祭のように自分たちで作り上げて楽しんでいる様子が素
晴らしかった。　　　・水泳学習が次年度から外部施設を使用する予定と聞いて安堵している。近年
の暑さで水泳学習が中止になったり老朽化したプールで行う水泳学習には不安があったが、次年
度は屋内プールで安全に快適に行われることを期待している。

学 校 関 係 者 の評 価

浅田のまちで、やさしく、かしこく、たくましく生きる子どもの育成
～子どもに寄り添い、子どもの側に立って行う教育活動～

「寺子屋あさだ」との連携や「ふるさと浅田かるた」の
活用を通して、家庭や地域と連携してふるさと浅田
を愛する心情を育む。コミュニティのサポートによ
り、地域人材の活用を活発にしたり、学校環境の向
上に取り組んでいる。　学校運営協議会のサポート
のもと、地域人材の活用を活発にしたり、学校環境
の向上に取り組んでいる。

今年度も学習や学校行事など様々な場面で地域
の方からサポートを受けることができた。学校運営
協議会で大人委員・教職員・子ども委員で「あさ
だ」の町のよいところ探しを一緒に行い、改めて気
がついたことがたくさんみつけることができた。

多様な児童のニーズが増える中、教職員の連携・
協働等で個に応じた支援を図っているが多様化す
るニーズへの対応の困難さも増している。

学　校　名

　川崎市立浅田小学校

生活科や総合で地域の商店街へのインタビューで商
店の思いや願いを知ることができた。地域に大きな商
店街があることは宝として捉え今後も学習教材として
取り上げていきたい。学校運営協議会では大人委員
と子ども委員と話し合いでは新たな気づきがたくさん
生まれるので継続していきたい。

今年度の学校運営のまとめ　・　次年度へ向けて

 あいさつは児童が進んであいさつするが９０％近く
だが保護者アンケートでは７５％と大きく下がる結
果となった。また、思いやりをもって接するが児童
が若干ポイントを下げる結果となった。集会では、
各委員会の活動内容を発表する場を設け、子ども
会議では６年生が各班の司会進行を務めた。

 校長・ＡＬＴ・スクールガードリーダー・地域ボラン
ティアの方との挨拶を行っている。 朝会や朝の会
を通して、あいさつの大切さを指導している。誰に
対しても思いやりをもって接する道徳心を育てる。
児童指導・支援の推進を中心に子どもたちが自分
の良さを見つけ、共に支え合えるような関係作りに
力を注いだ。各学年目標にも自己肯定感が高まる
ような目標を設定してもらい具現化を図った。

学習タイム等を活用し、個に応じた課題やめあてに
合った自学の態度を育み、進んで学習に取り組む
力を育てる。学年によって、教科担任制や習熟度
別学習を進めるなど、子どもたちのニーズに合った
学習を検討し、実践を進めた。

授業での話し合いを軸に、他者との対話を通して
多様な見方をしたり、自ら考えを深めたりする

児童の最後まで話しを聞くが昨年と同ポイントだが
低水準である。また、課題をみつけて計画的に学
ぶについても低いポイントとなっている。

外で体を動かして遊ぶについては、児童・保護者と
もに昨年度よりポイントが上がる結果となった。朝食
を食べているは児童がポイントを下げているが保護
者アンケートでは微増している。

 　　基本的な生活習慣を大事にし、安全に気をつ
けて運動に親しんだり、目当てに向かって粘り強く
取り組んだりする資質を育む。

進んで発表するが昨年どに比べ微増でポイントが
上がっているが依然と低水準である。

一人一人の様々なニーズに応じ、学習の進度に応
じた個別学習の体制や自動の個性等に寄り添った
個別支援体制を整える。

 コーディネーター、担任、家庭との連携を図り、ケース
に応じて外部機関にもつなげることで迅速な対応を心
がけていく。また、保護者に引き続きコーディネーター
の役割や相談窓口としての周知にも力を入れていく。
今後も、教室に入れない児童にはＭステーションなど
の別室での取り出しを行いハードルを下げていく。学
習の理解度にも差があるので習熟度別学習も引き続
き行っていきたい。

 これからも学校や地域で挨拶できるよう、挨拶の大切
さを朝会や学級指導で伝えていく。自己肯定感を高
めていくことが子どもたちの学力や生活力の向上につ
ながっていくと考える。子どもたちはよいところは認め
てもらい、ほめてもらうことで自己肯定感が高まる。今
後も、学習や係・委員会活動等で自分が頑張っている
と感じ、友達や身近な大人から認められる経験を重ね
られるよう全教職員で支援を進める。

令和7年度　〔 自己評価報告書 〕

具 体 的 な 取 組

学 校 教 育 目 標

個別最適な学習をすすめることにより、自分のペー
ス、自分の学びたいことを大切に授業を推進してい
く。ＧＩＧＡ端末の活用で他社参照や自分の意見を
しっかりもつことに繋げていきたい。

具 体 的 な 改 善 策評 価 項 目

12

成 果 と 課 題

校　長　名

堀江　広志

今年度の重点目標

○確かな学力の育成と、きめ細やかな指導の充実
○人権尊重教育の精神の徹底
○細やかな児童支援の徹底
○教職員の資質向上と協働体制による教育活動の推進
○開かれた学校づくり、家庭・地域との連携の推進

 今年度より校内研究を国語科に絞り、外部からも多数
の講師をお招きしてご指導いただいた。話し合いのス
タイルなど各学年での好事例については共有し研究
を進めていきたい。

縦割り活動での外遊び（おにごっこなど）やクラス対抗
でのなわとびなどがきっかけで外遊びが増えているの
で継続していきたい。食の授業を栄養教諭が行ったこ
とで栄養のバランスや大切さに気がつくことができたの
で今後も行っていく。

学校番号


